
平成２３年度 学校評価結果 (1/3)

領域
自 己 評 価 の 結 果 改 善 方 策

（達成状況，結果の分析） （自己評価の結果を踏まえた課題・改善の方向）

①今年度のメール配信システム保護者加入率 ①メール配信システム加入率のさらなる増加を目

は約７５％（昨年度約５０％）であり，大 指す。

幅に増加した。 ②授業公開については，さらに積極的に推進する。

学 ②本年度より授業公開日を設定したが，１９

校 名の保護者の参加が見られた。

経 ②近隣への情報提供については，さらに積極

営 的な取組が必要である。

①３年生今年度の合格者数（１２月現在） ①昨年度と比較して，目標とする漢字検定３級に

２級 準２級 ３級 ついては，合格者数において増加は見られたも

０（１）人 １１（６）人 １８（８）人 のの，飛躍的な伸びと言える状況にはたどり着

（ ）内は昨年度３年生１２月現在の けなかった。合格できなかった生徒の成績を見

合格者数 てみると，ほんの少し点数が足りず，あと少し

①３年生３級以上保持率（１２月現在） で合格という生徒が多数見られた。次年度にお

６６人 ３６．３％（５５人 ２９．９％） いては，(１)さらに継続的な学習ができる，(２)

学 （ ）内は昨年度３年生１２月現在３級 生徒自身が興味を持って取り組む，(３)生徒が

習 以上保持率 授業など日常的な場面で漢字の用法を意識す

指 る，ということを念 に置いた指導を行うこと

導 で，合格者が増加するような方策を検討したい。
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領域
自 己 評 価 の 結 果 改 善 方 策

（達成状況，結果の分析） （自己評価の結果を踏まえた課題・改善の方向）

①４月６日から１２月８日までの遅刻数は全 ①将来の進学や就職につながるように，普段の学

校で１５７３回（昨年度１５０５回）とな 校生活から時間を守ることを身に付けさせた

っている。 い。そのためにも，次年度は更に遅刻率が減少

今年度は昨年度から１クラス増であること するように教員一同が足並みを揃えて指導にあ

を踏まえ，遅刻率を比較してみると若干で たっていくことが重要であると考える。また，

はあるが減少している。率にすると微々た 遅刻数が多くなる６月・１１月に生活を見直す

るものだが，日頃の教員や生徒の努力が見 週間（遅刻ゼロ徹底期間）を行うようにし，遅

生 られ，その点は評価できる。また，生活を 刻者の増加を抑えるとともに，それ以降も時間

徒 見直す週間の中に含まれる「遅刻ゼロ徹底 を守るという意識を定着させるようにする。

指 期間」はその名前は浸透していなかったが，

導 第１回目は全学年に大きな効果が見られた。

しかし第２回目は期待していた効果は見ら

れず，逆に増加してしまった。

【昨年度との比較】

遅刻数 ４月在籍 １人あた 遅刻率

H 2 2 1505 623 2.42 1.76%
H23 1573 663 2.37 1.74%
※遅刻率＝遅刻数／(授業日数×生徒数)

×１００

①本年度は感染症の流行が見られず、感染し ①今後も様々な感染症に対し、個々の感染症に対

た生徒も少なかった。 応した予防策を徹底する。

②健康や安全に対する保護者、生徒、職員の ②校内施設、設備の老朽化によって、危険箇所が

意識は高い。 増大していると思われるので、これからも調査

健 ②次年度、クラス増へ向けての施設面の検査、 を日常的に実施する体制を作る必要がある。

康 準備を行った。 ②古くなったカーテンなどの買い換えなど、抜本

・ ②防災訓練を通して、震災に対する生徒、職 対策を検討していく必要がある。

安 員の意識を高めることができた。 ②大震災に備えて、飲料水、食糧、毛布などの準

全 ②学校事故（スポーツ振興センター給付金手 備を検討していく。

教 続き件数）

育 ２１年度 ： ３１件 ８６１，５３６円

２２年度 ： ４６件 ９２２，４６５円

２３年度 ： ３８件 ３８１，１２６円
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領域
自 己 評 価 の 結 果 改 善 方 策

（達成状況，結果の分析） （自己評価の結果を踏まえた課題・改善の方向）

１２月までの進路内定状況（在籍者数に対 ①現行の進路指導体制を維持し，生徒の希望がか

する割合） なえられるようにしていきたい。進路未決定者

昨年度 今年度 を減らすよう，１，２年生での対策を検討して

進学 ４４．８％ ５０．８％ いく必要がある。

就職 ２４．０％ ２２．１％

キ 未定 ３１．１％ ２７．１％

ャ ①昨年に比べ，進学を希望する生徒が増え，

リ そのほとんどが合格している。しかし，医

ア 療系，保育系ではその限りではない。残念

教 ながら，経済的な理由から就職希望へと変

育 更せざるを得ない生徒が増えた。

また，これらの選考試験を乗り切るために

は，学習面において基礎力，応用力，を身

に付けさせることが一層必要になってくる

だろう。
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領域 学 校 関 係 者 評 価 の 結 果 学 校 評 価 の ま と め

①生徒の授業参加，校則遵守の意識の高さが ①メール配信の回数やホームページの更新回数を

学 うまく学校生活に反映されていない。保護 増やし，保護者への情報提供をさらに推進して

校 者の教育活動への参加意識を高める必要が いくことが重要である。

経 ある。

営 ①保護者アンケートについては，どの項目に

おいても，３割ほどネガティヴな回答が見

られる。保護者とのコミュニケーションが

課題である。

①家庭学習をもっと積極的に推進すべきであ ①学力向上へ向けて，保護者との協力体制構築を

る。保護者の協力も必要なので，学校は保 目指すとともに，授業改善，学習環境の整備，

学 護者とコミュニケーションをしっかりとっ 漢字検定以外の資格についても積極的に推進す

習 て，三位一体の体制を構築するように心が るよう努める。

指 ける必要がある。

導

①遅刻指導については，保護者の協力が不可 ①これまでの生徒指導の体制を維持しつつ，本校

欠である。 の生徒指導の方針について，さらに保護者の理

①生徒指導が厳しすぎるとの指摘もあるが， 解が得られるよう，コミュニケーションをとっ

生 社会に出てから反動が出ることは考えにく ていくことが重要である。

徒 い。卒業生を見る限り，むしろ高校生活の

指 中で厳しく指導されたことが役に立ってい

導 る。

①５年前，１０年前からの学校の指導が，現

在の本校を作り上げたことが，生徒の様子

を見てよく分かる。

健 ②熱中症対策・学習環境の整備という観点か ② PTA とも連携をとりながら，環境整備につい
康 ら，エアコンの設置についても積極的に検 て検討する。

・ 討してもよいのではないか。 ②地域と連携しながら，震災に備えて準備，訓練

安 を行う必要がある。

全

教

育
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領域 学 校 関 係 者 評 価 の 結 果 学 校 評 価 の ま と め

①進路の情報を十分に得られているという生 ①進路の情報に対する意識の低下は，１，２年生

キ 徒の意識が，昨年度よりも低下している。 に顕著に見られる。１，２年次でのキャリア教

ャ もう少し具体的に掘り下げて見る必要があ 育をさらに充実させるべく検討を要する。

リ る。

ア ①将来を考えて，簿記の資格等が取得できる

教 ようなシステムが検討する価値があると思

育 われる。


